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施工報告書のデータ流用問題に対するお詫びと今後の対応につきまして 

 

 当社は、基礎杭のデータ流用に関しまして、施主様、元請様の依頼により調査を続けてまいり

ましたが、これまで３６件の点検済件数の内１件のデータ流用が判明し、本日、一般財団法人コ

ンクリートパイル建設技術協会に報告いたしました。 

 今回、このような事態が明らかになり、関係者の皆様方には大変なご迷惑とご心配をおかけい

たしましたことを、深く反省するとともに、心よりお詫び申し上げます。 

流用の理由につきましては、現場代理人が電流計の紙詰まり、電源入れ忘れによりデータを残

せなかったため行ったものであります。 

データ流用のありました杭の安全性につきましては、すべて支持層まで到達しており、安全性

に問題はないことを確認しております。 

 今後につきましては、下記の通り工事データの調査を進めますと共に、直ちに再発防止策を実

施いたします。 

 

１．工事データの調査につきまして 

直近５年間の既成コンクリート杭埋め込み工法による施工案件全件についてデータ流用の有

無を調査いたします。 

 

２．再発防止策の実施につきまして 

当社の施工する全現場におけるすべての杭について、支持層掘削時の電流計データの写真を

撮り、施工報告書に添付致します。また、電流計の故障など予期せぬ事態が発生した場合は、

工事を中止し、元請様に報告、協議し対策の指示を仰ぎます。 

 

今後の業績見通しに対する影響につきましては、現時点では不明であります。業績予想の修正

が必要になった場合には、速やかに開示いたします。 

 

以上 

 


